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福井都市圏縁辺部の新興住宅団地への住居移動









えば、渡辺 (1978a ， b) は、個人の住宅遍歴に 3 段階のステップがあると分析し、そこから住宅地域の











井県の持ち家比率は76.5%で、全国第 6 位l、また、福井県の着工新設持ち家住宅の床面積は l 住宅当
たり 167.7m'で、全国第 2 位2) 、②高い女性の就労比率(労働力人口に占める女性の比率が福井県は56.
1%で、全国第 1 位3) 、③高齢の親族との同居率が高い (65歳以上の親族のいる世帯割合は4l. 0% で、
全国第 7 位4)、④自家用車の保有率が高い(福井県の人口千人当たりの自家用自動車保有台数は467.4












































田中 (1998) は、平成 7 年 (1995) までの傾向として、福井市中心市街地の人口が減少しつづけて
いること、福井市とそれに隣接する 11市町村との聞の純人口移動では、隣接市町村への流出超過で、
とくに福井市の北部に隣接する市町村でその傾向が顕著なことを明らかにしている。そこで、福井市
とその周辺市町村との聞での人口移動を距離帯ごとに整理し、第 1 図および第 2 図に示した。図中に
示した福井市と各市町村との距離は、 JR福井駅と各市町村役場との聞の直線距離である。
これによると、 5 -10km固と 10-15km闇にお
いては、最近10年間一貫して福井市からの人口
流出超過であるだけでなく、平成 8 年 (1996) 、
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よって、都市圏拡大のメカニズムを明らかにしていきたい。 調査対象住宅団地は 8 か所で、福井市中
心部から見て方角的に偏らないように選定した:サンライフ東中野(以下、「東中野」と略)、コスモ
タウン志津が丘 (í志津が丘J) 、ホープタウン田尻 (í田尻J) 、田中団地 (í田中J) 、パークアベニュー
みのりとグリーンステートみのり(隣接しているので合わせて「みのり」と略)、ニューウッドタウン
高尾 (í高尾J) 、ディアヒルズけやき台 (íけやき台 J) 、サンライフ学園 (í学園J) (第 1 図参照)。な
お、北西方向は山間部で、まとまった規模の宅地開発がほとんど行われていない。
調査期間は、平成10年 (1998) 8 月 20 日 -10月 9 日で、原則的に平日の午後から夕方にかけて直接
住宅を訪問し、家人にアンケー卜への協力を依頼した。また、家人不在の家については、アンケート
の趣旨を明記した依頼文と記入例を添付した封筒をポストに投函し、翌日または翌々日、再度訪問し
回収した。訪問件数は、調査時点における 8 住宅団地のほぽ全世帯に当たる 547世帯Bで、そのうち218

















この仮説を検証するため、入居者の前住居の位置を、 ]R福井駅を中心点として 5 km間隔の同心円構
造をなす 4 つの距離帯 (i= 1 -4) にプロ ッ トした。さらに、移動の方向特性についても分析するた
めに、前住地の福井市中心点に対する相対的な位置関係をもとに、セクター区分を行った(第 3 図) 。
すなわち、福井市の中心点からみて、前住地の方向を中軸にする角度90。を前住居セクター(セクタ­
A) 、逆に前住地と反対側の角度90。 を対向セクター(セクターC) 、両者の聞のそれぞれ90・ を隣接セク
ター(セクターB) と呼ぶことにする。以上のように 4 つの距離帯区分(i = 1-4 ) と、 3 つの方向
セクター区分 (A-C) を組み合わせて整理したものが第 1 表である。また、住宅団地ごとに前住地を
フ。ロ ッ トした1也図が第 4 図である 。
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F: < .IAi 前住即タ-
~幸司 Bi .....・隣自直セクター
医mm Ci .••.• 対向セクター
第 | 表 前住居の距離帯別・セクター別世帯数
単位 :世帯
福井市中心地からの距離帯( i ) 
l 2 3 4 合計
A 67 28 15 17 127 
セ B 51 5 。 5 61 ク
タ C 15 4 。 。 19 
合計 133 37 15 22 207 

















入居した割合が25 .7% と高い(その他の住宅団地は 17.5%) ことも特徴である。
その他、「グリーンハイツ J (清水町)、「杉の木台J (福井市)、「つくし野J (福井市)など、以前、
新興住宅団地として住宅の立地が進んだ地区からの移動が顕著である。
次に、セクター区分による集計(第 1 表)によると、全体では前住居セクター内での移動が207世帯














































































一戸建て住宅 集合住宅 メ口L 計
83 4 87 
持ち家 ( 38.1) ( l. 8) ( 39.9) 
く 63.6> < 0.8> < 64.5> 
33 98 131 
借家 ( 15.1) ( 45.0) ( 60.1) 
< 7.5> く 28. 1> く 35.5>
116 102 218 
合計 ( 53.2) ( 46.8) (100.0) 










































































140 ト一二三士 I 自鉄家用道車 319 
120i 防Zヨ l パス 3 
自転車 9 
1∞ ~ 徒歩 4 
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第 6 図 通勤時間別・交通手段別就業者数




への通勤比率が60.6% (6 住宅団地が属する 5 町の全住民の平均は33.3%) と高かった。逆に、 6 住
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第 9 図 入居地の選択理由(複数回答)
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第 10図 エリア別・世帯主年齢別移動世帯数
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れる。①]R北陸線の東部は、北部と 0- 3 km圏以外はほとんど移動が見られない。②借家・集合住宅

















































⑦前住居への不満として最も 多 く挙げられていた移動動機は、「狭き」で、あった。 また、前住居への不
満を理由に移動する割合は年代が上がるにつれて高くなっていた。
⑧縁辺部の住宅団地に入居した人々は、他の福井市周辺市町村に住む人々に比べ、福井市内へ通勤す
る割合が高く、その通勤手段はほとんどが自家用車であ っ た。 また、通勤時間は 9 害IJ近くが、 30分
























r平成 5 年住宅統計調査報告』総務庁統計局による 。
2 r平成 8 年建築統計年報』 建設省建設経済局による 。
3 r平成 7 年国勢調査』 による 。
4 r平成 7 年国勢調査』に よる 。




7 みのりを除く 7 か所の住宅団地はいずれも 5 -15km圏に位置しており、本稿ではこの地帯を福井都市閤縁辺部、
さらにその外領IJ の地借を福井都市圏の外周部と呼ぶこと にする。また、 0- 5 km圏を福井市中心部と呼ぶ。 なお、
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